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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
サ
ー
ク
ル
活
動
も
困
難
を
き
わ
め
、

仲
間
が
減
り
ま
し
た
。
年
金
者
組
合
は
「
増
や
さ
な
け
れ
ば

減
る
組
織
」
で
す
。
組
合
員
の
み
な
さ
ん
、
「
老
い
や
病
に

負
け
ず
尊
厳
を
保
ち
、
輝
き
続
け
る
人
生
を
仲
間
と
共
に
歩

む
年
金
者
組
合
へ
」
と
、
知
人
・
友
人
に
働
き
か
け
て
く
だ

さ
い
。
今
年
も
感
染
対
策
を
し
っ
か
り
や
っ
て
、
仲
間
づ
く

り
を
前
進
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

今
年
の
私
の
抱
負
は
、
東
大
の
本
田
由
紀
教
授
が
作
っ
た

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
「
ぶ
れ
な
い
の
に
柔
軟
。
強
い
の
に
優

し
い
。
理
知
的
な
の
に
温
か
い
」
と
、
妻
に
言
っ
た
と
こ
ろ
、

目
立
つ
と
こ
ろ
に
貼
っ
て
日
々
反
省
し
て
下
さ
い
と
言
わ
れ

ま
し
た
…
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

堺
北
支
部
支
部
長

林
洋
司

皆
さ
ん
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
、
モ
リ
カ

ケ
・
サ
ク
ラ
で
見
え
て
き
た
こ
と

あ
り
、
ま
た
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

コ

ロ
ナ
、

ジ

ェ
ン

ダ

ー
か

ら

覗
く

深

い
闇

あ

り
。

で
も
こ
う
し
て
、
知
ら
な
か
っ

た
こ
と
が
見
え
て
き
た
の
は
良

か
っ
た
で
す
。

さ
て
、
年
頭
に
思
う
こ
と
は
、

「
新
し
い
こ
と
と
古
い
こ
と
に
う

ま
く
折
り
合
い
を
つ
け
て
、
な
に

ご
と
も
丸
呑
み
せ
ず
、
さ
り
と
て

か
た
く
な
に
拒
否
せ
ず
、
や
わ
ら

か
い
心
と
頭
と
体
を
維
持
す
る
」

で
す
。

そ
し
て
、
自
然
や
人
を
大
切
に

し
て
い
き
た
い
。

良
い
年
に
し
ま
し
ょ
う
。

小
谷
潤
子

う
ん
十
年
前
、
三
姉
妹
の
末
っ

子
と
し
て
産
ま
れ
、
小
さ
い
時
か

ら
「
と
し
こ
は
五
黄
の
寅
や
か
ら
」

（
小
さ
い
私
は
そ
の
響
き
か
ら

「
ご
お
う
＝
強
の
ト
ラ
」
と
思
っ

て
い
た
）
と
言
わ
れ
な
が
ら
育
ち
、

暗
示
に
か
か
っ
た
の
か
お
陰
で
お

て
ん
ば
に
…
。「

今
年
は
年
女
や
ね
」

と
言
わ
れ
振
り
返
る

と
、
私
も
立
派
な
高

齢
者
。

で
も、

気
持
ち

は
ま
だ

二
十
歳。

今
年
も

フ
ラ
ダ

ン
ス
、

コ
ー
ラ

ス
を
楽

し
み
、
美
味
し
い
物
を
食
べ
元
気

に
過
ご
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
今
年
も
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

岡
井
利
子

２月のおしゃべりカフェ

クール・ランニング
常夏のジャマイカから無謀にもボブスレー

チームを組んで、88年カルガリー冬季オリ

ンピックに参戦した男たちの実話を描く

２月２日(水) 10～12時
市民センター２Ｆ

映画代無料 お茶・菓子代100円

２０２２年１月２日の日の出
菱木のいぬの学校 あさか上空からドローンで撮影。

見えている山は、葛城山・金剛山です。 柴 敏行

新春のつどいは中止

オミクロン株コロナ急

拡大のため、１月２８日

に予定していました新春

のつどいを残念ながら中

止します。来年は実施で

きますように…。

署名で声を届けましょう！
〇新年金署名 組合員５筆目標です。

安心の年金に変えるため、声を

かけて集めて下さい。

○重税反対の請願書も配っています。

お名前と住所を書いて提出して

下さい。

よろしくお願いします。

、
今
年
は
、
「
年
女
」
の
お
二
方

に
投
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。



12
月
１
日
、
市
民
セ
ン
タ
ー

で
、
13
人
で
観
賞
。

「
ロ
ー
マ
の
休
日
」
な
ど
数
々

の
名
作
を
生
ん
だ
希
代
の
脚

本
家
ダ
ル
ト
ン
・
ト
ラ
ン
ボ

の
波
乱
万
丈
な
人
生
を
描
い

た
伝
記
映
画
で
し
た
。

脚
本
家
ト
ラ
ン
ボ
は
ハ
リ

ウ
ッ
ド
黄
金
期
に
第
一
線
で

活
躍
し
て
い
た
が
、
冷
戦
の

影
響
に
よ
る
赤
狩
り
の
標
的

と
な
り
、
下
院
非
米
活
動
委

員
会
へ
の
協
力
を
拒
ん
だ
た

め
に
投
獄
さ
れ
て
し
ま
う
。

釈
放
さ
れ
た
後
も

ハ
リ
ウ
ッ
ド
で
の

居
場
所
を
失
っ
た

ト
ラ
ン
ボ
は
、
偽

名
を
使
用
し
て

「
ロ
ー
マ
の
休
日
」

な
ど
の
名
作
を
世

に
送
り
だ
し
、
ア

カ
デ
ミ
ー
賞
を
２

度
も
受
賞
す
る
。

逆
境
に
立
た
さ
れ
な
が
ら

も
信
念
を
持
っ
て
生
き
た
ト

ラ
ン
ボ
の
映
画
へ
の
熱
い
思

い
と
、
そ
ん
な
彼
を
支
え
続

け
た
家
族
や
映
画
関
係
者
ら

の
姿
が
感
動
的
で
し
た
。

次
回
は
、
カ
ル
ガ
リ
ー
冬

季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
楽
し
い

映
画
で
す
。

乞
う
ご
期
待
！

参
加
者
の
感
想

☆
権
力
者
の
排
除
の
論
理
、

ど
の
国
で
も
同
じ
な
ん
で
す

ね
。
時
代
背
景
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
、
タ
バ
コ
の
シ
ー
ン

が
多
い
の
が
気
に
な
り
ま
し

た
。

巽

貢

☆
「
ロ
ー
マ
の
休
日
」
「
黒

い
牡
牛
」
…
。
青
春
時
代
に

見
た
懐
か
し
い
映
画
の
数
々
。

脚
本
家
や
監
督
が
過
去
に
共

産
党
員
だ
っ
た
か
尋
ね
ら
れ
、

そ
れ
に
負
け
ず
勝
利
し
て
い

く
姿
に
引
き
込
ま
れ
た
。

高
橋

宏

☆
す
さ
ま
じ
い
赤
狩
り
の
標

的
に
さ
れ
、
投
獄
さ
れ
、
そ

の
中
で
も
偽
名
で
名
作
を
書

き
続
け
、
最
後
に
は
名
誉
を

回
復
し
た
ト
ラ
ン
ボ
…
。
曲

げ
な
い
で
書
き
続
け
た
姿
が

胸
を
打
ち
ま
し
た
。
す
ご
い

映
画
で
し
た
。

坂
本
多
美
子

少
し
前
か
ら
水
曜
日
の
朝

に
集
ま
っ
て
、
光
竜
寺
公
園

で
太
極
拳
を
し
て
い
る
。
呼

吸
を
整
え
て
ゆ
っ
く
り
ゆ
っ

く
り
動
く
、
そ
れ
が
太
極
拳

の
極
意
ら
し
い
が
、
生
来
、

慌
て
者
の
わ
た
し
に
は
な
か

な
か
難
し
い
。
そ
れ
で
も
、

見
様
見
真
似
で
動
い
て
い
る

と
、
集
中
し
て
く
る
の
が
わ

か
り
、
気
持
ち
が
い
い
。

練
習
が
終
わ
っ
た
あ
と
は
、

オ
カ
リ
ナ
と
ハ
ー
モ
ニ
カ
の

演
奏
を
楽
し
ん
で
い
る
。

興
味
の
あ
る
み
な
さ
ん
、
ぜ

ひ
、
ご
一
緒
し
ま
せ
ん
か
。

石
井
尚
子

や
っ
と
「
金
岡
（
旧
金
田
）
」

の
歴
史
を
知
る
町
の
ご
長
老

Ｉ
氏
の
お
話
を
聞
く
こ
と
が

か
な
い
ま
し
た
。
と
っ
て
も

有
意
義
な
時
間
で
し
た
。

こ
の
地
域
に
お
地
蔵
様
を
造

ら
れ
た
の
は
、
「
子
ど
も
の

守
り
神
・
病
の
侵
入
防
止
・

五
穀
豊
穣
・
旅
の
安
全
祈
願
」

の
４
つ
の
目
的
が
あ
り
ま
し

た
。室

町
時
代
、
こ
の
地
は
浄

土
真
宗
な
ど
の
仏
教
寺
院
・

道
場
を
中
心
に
作
ら
れ
た
寺

内
町
で
あ
っ
た
た
め
、
村
民

は
と
て
も
信
心
深
か
っ
た
そ

う
で
す
。
そ
し
て
江
戸
時
代

の
直
前
に
は
日
置
荘
、
長
曾

根
荘
と
並
ん
で
、
鋳
物
師
の

い

も

じ

居
住
地
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
江
戸
期
に
入
り
、

こ
の
地
に
12
の
池
が
造
ら
れ

た
そ
う
で
す
。
現
在
こ
こ
に

あ
る
12
体
の
お
地
蔵
様
建
立

よ
り
前
の
こ
と
で
す
。
「
金

田
」
は
さ
ら
に
昔
、
「
田
」

で
は
な
く
「
金
太
」
と
書
か

れ
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ

う
に
、
台
地
で
水
が
少
な
く
、

元
々
雨
が
少
な
い
堺
の
中
で

も
稲
作
に
は
向
か
な
い
地
域

で
し
た
。
そ
の
金
太
が
「
金

田
千
軒
」
と
い
わ
れ
る
大
き

な
村
落
ま
で
に
な
っ
た
の
は
、

池
造
り
が
組
織
的
に
行
わ
れ

た
か
ら
で
す
。
し
っ
か
り
し

た
リ
ー
ダ
ー
の
下
で
独
自
の

方
法
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。
当
時
多
く
あ
っ
た
水

争
い
も
殆
ど
な
く
池
に
は
緩

や
か
な
水
の
配
分
が
な
さ
れ

た
よ
う
で
す
。
ま
た
こ
の
頃

に
な
る
と
庶
民
に
よ
る
寺
社

詣
で
が
盛
ん
に
な
り
、
田
畑

で
で
き
た
収
穫
物
を
堺
や
大

和
へ
と
運
ぶ
人
た
ち
で
人
の

往
来
も
増
え
、
竹
内
街
道
は

大
い
に
に
ぎ
わ
っ
た
と
の
こ

と
で
す
。

こ
の
よ
う
な
金
岡
地
域
の

歴
史
を
お
聞
き
し
、
こ
の
街

に
寺
院
が
８
か
寺
、
お
地
蔵

様
が
12
体
、
さ
ら
に
は
有
名

な
金
岡
神
社
も
あ
る
こ
と
に

納
得
し
ま
し
た
。

12
体
の
お
地
蔵
様
を
紹
介

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
は
お
名
前
だ
け
。

①
井
の
尻
地
蔵
、
②
西
の
辻

地
蔵
、
③
馬
場
町
地
蔵
、
④

ば
ん
ば

西
御
坊
地
蔵
、
⑤
東
御
坊
地

蔵
、
⑥
大
道
町
地
蔵
、
⑦
延

命
地
蔵
（
堂
の
辻
）
⑧
中
之

町
地
蔵
、
⑨
九
頭
神
地
蔵

く
す
が
み

（
芝
の
内
）
、
⑩
光
明
地
蔵
、

⑪
如
意
地
蔵
（
九
頭
神
）
、

⑫
安
産
地
蔵
（
二
軒
茶
屋
）
。

⑨
九
頭
神
地
蔵
と
⑩
光
明

地
蔵
は
九
頭
龍
池
の
近
く
に

建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
人
口

の
増
加
に
伴
い
、
池
が
埋
め

立
て
ら
れ
て
、
学
校
や
住
宅

に
姿
を
変
え
て
い
ま
す
。

辻

定
子
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おでかけ応援バス
維新市長の市民サービス切り捨てを市民の力で

はね返しました。おでかけ応援バスの改悪条例案

が12月21日堺市議会本会議で維新を除く全会派の反対で否決

されました。市民の声が議会を動かし、堺の年金者組合が結

成以来22年間要望し続け実現した市民の貴重な足を守りまし

た。堺北支部も改悪反対集会に参加し、署名も取組みました。

金岡地蔵さま

ゆっくりの動きが大切
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この2年余り、コロナ禍の中、行

動抑制や感染予防対策が日常化しま

した。そしてまた新型オミクロン株が出てきて簡

単にはコロナ前の生活に戻れない様相です。イン

フルエンザ並みに落ち着くのはもう少し先になり

そうですが、負けてはいられません。身体の中か

ら元気を取り戻そうではありませんか。

血管、特に毛細血管は、全身の細胞に酸素を届

け、老廃物や二酸化炭素を回収し、ウィルスや細

菌の侵入を防いで免疫細胞を必要な場所に運ぶな

ど素晴らしい働き者ですが、この毛細血管が減っ

たり傷つくと、細胞の老化が進み、脳にかかわる

大病のほか、肌のトラブルや骨粗しょう症の原因

にもなります。毛細血管は加齢により減少・破損

する半面、血管の若返りは何歳からでも可能だと

言われています。これもやはり日常生活から。

「一酸化窒素」は血管をやわらかい（若い）状

態に保つ物質です。日々の運動は、血流をよくし、

一酸化窒素の増加を促します。簡単なつま先立ち

体操でふくらはぎの筋肉を動かすだけでも効果が

あります。また、食生活ではウリ科の野菜や果物

のほか、赤身の肉や大豆に一酸化窒素の原料とな

る栄養素が豊富に含まれています。逆に、喫煙や

高血糖は血管を硬くすると言われています。

運動と食事が血管の若さを保ちます。今年から、

いえ、明日から実践を！

日 行 事 場 所 時 間

1/ ２８（金） 新春のつどい 南花田町会館 １３：３０

1/３１（月）１ ｢北のもず」原稿締切

２/２（水） おしゃべりカフェ・映画 市民センター １０：００

１０（木） ｢北のもず」校正会議 ６：３０

１１（金） 三役会議 市民センター ９：３０

１８（金） 支部委員会 市民センター １３：００

山本 美登利

歩けるってうれしい！！

元気だけが「とりえ」だった私でした。

ところが昨年膝が悪くなり、やっと1年

弱、何とかボチボチ歩けるようになりう

れしいです。北のもず本当にいろいろ勉

強になります。

松谷 スエノ （新金岡校区）

新金岡に来て20年。知り合いもなく

退屈な毎日でした。昔着物の仕立てを

していました。料理サークルをきっか

けに、たくさんの人と出会えて今は楽

しい毎日です。

宮崎 洋子（光竜寺校区）

Q Rコードで「北のもず」がご覧いただけます。

アドレス kitanomozu.main.jp からも

アクセスできます。カラーできれいですよ！

２０２２年 １月

２月

日程表



 
 
 

 

北堺パソコンの会 原則、第 1 第 2木曜日 

2 月 3 日（木）10:00～17：00 
（午前：講座、午後：相談会） 

2 月 10 日（木）10:００～17：00 
会場：大泉いこい荘 北区新金岡町４丁４番 

会費：１回ごとに 300 円 定員：30 名 

※初参加の方、事前に連絡をください。 

連絡先：竹本 253-5133 

カラオケサークル  ※必ずマスクを!! 

２月 16 日（水）午後 2 時～5 時 
会場：歌芳（かほ）北区百舌鳥赤畑町５丁 386-3 

  ＪＲ百舌鳥駅より徒歩１０分。 

梅北より５分。判らない場合は連絡を。 

連絡先：飛谷 090-4496-7353 

おきがる料理の会  原則第３月曜日 

2 月 21 日（月） ９時～１２時 
会場：サンスクエア堺  会費：５００円 

会員で欠席の方は必ず連絡ください。（材料 

購入の為）※新会員をお待ちしています。 

連絡先：竹本 253-5133 

ヘルシークッキングの会 

2 月 15 日（火） ９時～１２時 
会場：サンスクエア堺  会費：５００円   

※初参加の方と会員でキャンセルの方はご連絡く

ださい。 ※エプロンと頭巾持参 

連絡先：速水 253-6662 090-9166-9944 

うたごえサークル  ※必ずマスクを!! 

２月 19 日（土）午後 2 時〜4 時 
会場：サンスクエア堺Ｂ棟地下第 5 会議室 

参加費 200 円  お茶を用意しています 

連絡先 飛谷 090-4496-7353 

囲碁サークル   原則、第 2 第 4 火曜日 

2 月 15 日（火）２２日（火） 
  午後 1 時から 5 時 

会場：新金岡市民センター 会費：1００円  

連絡先 小林：227-7036 

折り紙の会   原則、今回は第４水曜  

２月 23 日（水）午後１時３０分～ 
会場：サンスクエア堺 会費：２００円 

※用具と折り紙など、全て用意しています。 

連絡先 森 237-9456 

そてつ読書会   原則、第４水曜  

◎当分休止です。 

連絡先 尾田 255－1672 

絵手紙の会   原則、第 2 水曜  

２月９日（水）午前 9 時～12 時 
会場：サンスクエア堺 会費：200 円 

 連絡先 寺崎 287―2473 
 

 
 
 
 
 

お菓子をつくる会  

２月１８日（金）午前 9 時 30 分～ 

会場：サンスクエア堺  会費：５００円 

初参加と会員で休まれる方は連絡を。 

連絡先：吉田：090-8213-8216 

ハイキング    月会費：１００円 

２月 13 日（日）  高野山  
集合：南海高野線北野田駅下りホーム 

  8 時 30 分 ８時３３分発橋本行き乗車 極

楽橋下車→女人堂→弁天橋→大門 

２月 27 日（日）  甲山  

集合：阪急梅田駅３F 改札口 ８時３０分 

  仁川駅下車→甲山→北山公園→甲陽園   

※要アイゼン 
※当日の朝６時現在の天気予報で、降水確 

率 50％以上の時は中止します。 

連絡先：坂本 090-2702-6336 

歴史散歩  ２月４日（金）参加費：100 円 

萩天から初芝 日置荘の歴史を訪ねて 

 歩行距離 約 3.5km 

集合： 南海萩原天神駅前 10 時  

 昼食：初芝駅周辺で予定 

※緊急事態宣言発令時・雨天中止！ 

連絡先：岡井 253-9079 090-9710-9079 

北堺卓球クラブ  金岡体育館（大体育室）  

2 月 1 日（火）午後 3 時～ 5 時 

2 月 24 日（木）午後 3 時～ 5 時 

※遅刻、欠席は１０分前迄に必ず連絡を！ 

連絡先：速水 253-6662  090-9166-9944 

消しゴム版画を楽しむ会 会費：２００円 

２月 28 日（月） 午後 1 時半～３時半 
会場：やわらぎ荘 

材料、道具は用意します。彫刻刀あれば持参を 

連絡先：小林 090-5659-4135 

川柳の会   原則、第２土曜日 

2 月 12 日（土）午前１０時～１２時 

場所：ともの家「なごみ」百舌鳥赤畑町 4-305 

中沢マンション１０１号  会費：２００円 

連絡先：堀西 090-2111-9794 

年金麻雀の会 原則、第 2 木曜、第 4 水曜 

２月 10 日（木） 午後１時～５時 

２月 22 日（火） 午後１時～５時 

会場：新金岡市民センター 

※初参加の方は事前に連絡ください。 

連絡先：吉岡：090-3724-2974 

※ 中止になる場合もあります。参加者
は、必ず各サークルへご確認ください。  
※必ずマスクを着用して参加ください。 

堺３支部 2022年２月のサークル情報  






